
（別紙３）

～ ２０２６年　２月　５日

（対象者数） １２名 （回答者数）
11名

～ ２０２６年　２月　５日

（対象者数） 4人 （回答者数） 4人

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
定期的な声掛けや支援グッズの使用方法の確認などをしてい

きたい。

2

活動の様子はInstagramや通信で配信していますが、伝えき

れていない取り組みや活動を事業所内掲示物にてお知らせし

ていきます。

3
日ごろから保護者との声掛けや情報共有を大切にしていきま

す。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

2 4月から1台送迎者が増えます。

3

○事業所名 こどもサポート　ひだまりの樹

○保護者評価実施期間
２０２６年　１月　１３日

○保護者評価有効回答数

２０２６年　１月　１３日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
２０２６年　３月　２５日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

昨年11月より開所した事業所のため、保護者向けの講座の案

内や交流会の計画や案内等が実施できていない。

今後保護者のご意見を参考にさせていただきながら、計画して

いきたい。

送迎者が現在3台しかなく、送迎が難しい際には保護者にご相

談し協力していただいている時がある。 現在は利用児童の人数も少ないため、全体的には3台で送迎が

可能だが、学校の下校時間によりどうしても困難な際には保護

者にご相談させていただいています。いつもありがとうござい

ます。

個々に合った支援グッズを作成し、事業所と家庭の両方で使用

しています。混乱を抑えたり共通理解を深めることができてい

ます。

ご家族にも事業所でこんな方法で使用している等説明をし、ま

たご家庭で使ってみての効果を共有しながら取り組んでいま

す。

お迎えの際には積極的に事業所内へきて頂き、事業所の様子を

見てもらっています。

何をやっているかわからない事業所ではなく、openな事業所

を意識しています。

LINEを活用し、情報の共有や確認をしやすくしています。 LINEだけにならないよう、電話での確認も行っています。

事業所における自己評価総括表公表


